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（臨床研究に関する公開情報） 

 

相模原病院では、下記の臨床研究を実施しており、「●対象となる患者さん」に該当する

方へご協力をお願いしております。この研究の計画、研究の方法についてお知りになりた

い場合は以下の「問い合わせ先」へご照会ください。なお、この研究に参加している他の

方の個人情報や、研究の知的財産等は、お答えできない内容もありますのでご了承くださ

い。 

 

[研究課題名]  ABPM におけるアレルゲンコンポーネント感作パターンと疾患予後や臨

床像との関係 

[研究責任者] 国立病院機構相模原病院 臨床研究センター 福冨友馬 

[研究の背景] 

ABPM は、気道内に腐生する真菌に対するアレルギー反応により喘息症状や肺病変をきた

す疾患です。その診断には、いくつかのアレルゲンコンポーネントに対する IgE 抗体価測

定が有用であることは明らかになっています。しかし、アレルゲンコンポーネントに対す

るＩｇＥ反応と、この病気の予後や臨床像との関係は明らかになっていません。 

 [研究の目的] 

アレルギー性気管支肺真菌症（allergic bronchopulmonary mycosis, ABPM）における

真菌アレルゲンコンポーネント感作パターンと疾患予後や臨床像との関係を明らかにする

こと。 

[研究の方法]  

●対象となる患者さん 

2００９年１月１日から20２２年１２月３１日の間に国立病院機構相模原病院で診断

されたＡＢＰＭの患者さん、もしくは、ＡＭＥＤのＡＢＰＭ研究班（代表 東海大学浅

野浩一郎）で東海大学、慶應義塾大学、NHO 東京病院の呼吸器内科から集積されたＡ

ＢＰＭ患者さん 

●研究期間： 2023 年 10 月 17 日から 2026 年 9 月３１日 

●利用するカルテ情報 

カルテ情報：年齢、性別、身長、体重、既往歴、喘息重症度、喘息や ABPM に対する

治療内容、喀痰等における真菌培養の結果、病理学的検査が行われていればその

所見、胸部 Xp・CT 等の画像所見、気管支鏡検査が行われていればその所見、

末梢血好酸球数、血清総 IgE 値、アレルギー検査結果、沈降抗体反応 

 

●情報の管理 
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情報は、研究代表者機関・共同研究機関である国立病院機構相模原病院臨床研究センタ

ー（責任者 福冨友馬）と東海大学呼吸器内科（責任者 浅野浩一郎）にて、集計、解

析が行われます。 

 

[研究組織] 

この研究は、多施設との共同研究で行われます。研究で得られた情報は、共同研究機

関内で利用されることがあります。 

●研究代表者（研究の全体の責任者）：国立病院機構相模原病院 臨床研究センター 福

冨友馬 

●その他の共同研究機関：東海大学呼吸器内科（責任者、浅野浩一郎），慶應義塾大学呼

吸器内科（責任者 福永興壱）, NHO 東京病院呼吸器内科（責任者 鈴木純子） 

 [個人情報の取扱い] 

研究に利用する情報からは、お名前、住所など、個人を直ちに判別できる情報は削除

し、研究用の番号を付けます。また、研究用の番号とあなたの名前を結び付ける被験者

リストを当院の研究責任者が作成し、研究参加への同意の取り消し、診療情報との照合

などの目的に使用します。被験者リストは、研究責任者が責任をもって適切に管理いた

します。 

情報は、当院の研究責任者及び情報の提供先である相模原病院・東海大学が責任をも

って適切に管理いたします。研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も個

人を直ちに判別できるような情報は利用しません。 

 [研究の参加について]   

この研究への参加（カルテ等の情報を利用すること）にご協力いただけない場合は、

研究責任者等又は「問い合わせ先」にご連絡いただくか研究参加拒否書に署名し、日付

を記入して研究責任者等に渡してください。研究にご協力されなくても、診療等におい

て不利益を受けることはありません。ただし、ご連絡いただいた時期によってはこの研

究の結果が論文などで公表されているなどであなたのデータを取り除くことができない

場合がありますことをご了承ください。 

 

[問い合わせ先]   

国立病院機構相模原病院 臨床研究センター 福冨友馬 

電話 042-742-8311（代表）  FAX 042-742-5314 

 


